
問 消費税増税が、本市財政、市民のくらしや経済へ与える影響は？
答 増税は市民のくらしや経済へ影響を与えると考える。暮らしや本市

経済への影響を軽減できるよう取り組んでいく。

問 障害者が65歳になると介護保険の利用を強制されることについて
答 法律上、原則介護保険のサービスを利用してもらっている。また個別に状態を判断し、

障害福祉サービスの継続や上乗せの支給を行うことができる。経済的負担は、要件を満

たす方には、軽減する制度が平成30年度から始まっている。

問 生活困窮者自立支援の目的と市の対応、困窮者の生活を立て直すために必要なこと
はなにか。

答 自立相談支援事業を中心に任意事業の実施により自立の促進を図る。庁内・庁外関連

機関との会議で連携を図り支援の充実に努める。相談者の思いに寄り添った支援が必要。。

問 中学校給食の現状はどうか。中学校で全員給食を実施していないのが本市だけでに
なるがそれでよいのか。現在の学校給食費は無償とすべきと思うがどうか。

答 弁当を持参できない生徒に対しては一定の成果を上げている。他市町村の状況にかか

わらず、本市の生徒や保護者がどのような給食を望んでいるか、検討していく必要があ

る。無償化は考えていない。

問 カジノがなくても外国人観光客が増えていることをどう考え
るか。観光客は自然や風景、食事を求めていると聞く、カジノ

はむしろ阻害要件になると思うがどうか。

答 国際競争力の高い魅力ある滞在型観光を実現するため、ＩＲ

整備法ができた。ＩＲができれば、多くの観光客を呼び込め、

他の観光地への誘客にもつながるため、阻害するものとは考え

ない。

日本共産党市議会議員 松坂みち子の活動報告
ご意見など、ぜひお寄せ下さい。
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生活困窮者自立支援の充実
中村あさと議員の一般質問

中村議員は就労と引きこもりを繰り返すな

ど千勝、精神ともに困難を抱える生活困窮者

の実態を紹介。就労準備支援事業が最長で１

年であることについて「１年という限られた

時間で『支援を必要としない就労』までのス

テップは疑問」と指摘し、相談者に寄り添っ

た支援を求めました。

また、保育園を卒園後、小学校に入学まで

の間、保育をしてもらえるところがなく、仕

事を辞めざるを得なかったなどの実態を示し、

学童保育の活用を求めました。これ

に対し教育局長は、保育園を卒園し

た３月中は「法律で小学生とは言え

ないので学童保育に入れることはで

きない」と。市長も「学童保育の拡

充は困難」と答弁しました。

同和事業を終結せよ
森下さち子議員の一般質問

森下市議は、同和事業のために住宅１課、

２課と分けて募集をして、同じ市営住宅で

ありながら一般公募する住宅と一般公募し

ない旧同和住宅があることや、児童館、文

化会館、教育研究所などの公共施設も広く

市民に開かれた施設となっていない実態を

告発。同和事業の終結を要求しましたが、

尾花市長は「今なお差別的意識が解消され

ていない」と同和事業を聖域化。旧同和住

宅の一般公募について「考えていない」と

拒否しました。

森下市議は、市街化地域の農業を守る生

産緑地制度で、市が年齢や耕地面積の要件

を追加したことを「新たな指定要件を加え

るのでなく、農地の保全と都市農業をどう

支援するのかという立場でのぞむべきだ」

と批判。都市建設局長は

「（追加要件の）効果につ

いて、生産緑地地区の指定

状況などを注視していく」

としました。

水道の民営化すべきでない
南畑さち代議員の一般質問

南畑議員は、市・企業局（水道・工水・下

水）が昨年、国の交付金で、コンセッション

（施設の所有権はそのままに運営権を民間事

業者に売り独占させる手法）導入の可能性の

調査を行ったことから、水道の民営化を国か

ら求められるのではないか、企業局として水

道の民営化は行うべきではないと思うがどう

かと、質問。富松公営企業管理者は「今後も

市民へ安心安全で安定した水の供給は、企業

局の使命と考え現状と変わることなく主体性

を持って水道事業に取り組む」と答弁しまし

た。

南畑議員は、和泉山脈に計画されている４

つのメガソーラー計画について、市の対応を

質問しました。


